








要約 

光線療法中における体位変換の血清総ビリルビン濃度に及ぼす効果について検討する目的

で成熟児の高ビリルビン血症児 44 名を体位変換群(22 名)と体位非変換群(22 名)の二群に

分けて血清総ビリルビン濃度と皮膚ビリルビン濃度を経時間的に観察した。その結果光線

療法中の血清総ビリルビン濃度は二群間で有意差を認めず,体位変換の有効性を証明する

ことが出来なかった。 


